
2024～2025年度
滝川ロータリークラブ
会長　　西田　浩二

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より
■ 例会場：ホテル三浦華園
■ 住　所：滝川市花月町1-2-26
■ 電　話：(0125)-22-3344
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755
■ メール：takikawarc@gmail.com
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1. 深川、芦別 RC より会報と例会プログ

ラムが届いております。また赤平、羽幌

RCからは会報が、砂川RCからはプログラ

ムが届いております。後方の掲示板にて

ご確認をお願いいたします。2. 今月のロ

ータリーレートは1$150円です。3. 春の

交通安全運動が明日4月4日金曜日に行わ

れます。また4月10日木曜日12時正午より

国道38号沿い市役所前で行われます。例会前で忙しいですが参加

できそうな方はお願いいたします。4月15日火曜日 午後5時から

はバイパス通りの東公園前で行われます。

委員会報告・会員情報
川口裕史会員親睦委員長　4月24日18時半

よりすし処やまもとにて木曜フォーラム

を開催、講師は山本副幹事です。5月15日

は松尾本店で観桜会予定ですが、同日金

融機関ゴルフコンペと重なりご迷惑をお

かけします。浮田優ニコニコボックス委

員長　【4月の祝福】今月は9名の会員の

お誕生日、6名のご夫人のお誕生日、9組

のご結婚記念、26社の創業記念と、多く

の皆様が節目を迎えられました。ゴルフ

同好会 田端会長　4月29日（祝・火）午前中に春季ゴルフコンペ

を開催します。終了後は松尾ジンギスカンにて懇親会と表彰式を

行います。サウナ同好会 桜井会員　4月27日、三笠・太古の湯に

て13:30現地集合で開催、17:00からは焼肉の剛で懇親会を行いま

す。サウナが苦手な方も懇親会のみの参加大歓迎です。

前回のプログラム [ 社会奉仕委員会 ]

－ 甲子園出場を経て地域に与えたもの～滝川西
高等学校野球部活動報告～ －

【社会奉仕委員会担当例会】

滝川西高　硬式野球部　前

監督

小野寺 大樹 様

小野寺先生は、甲子園出場

という経験が地域に与えた

影響について語った。監督

として「全力疾走・全力野

球」を掲げ、甲子園での試

合では大敗したものの、最

後まで諦めない姿勢が高く

評価された。特に、ノーヒ

ットだった選手がホームラ

ンを全力疾走で駆け抜ける

姿は報道ステーションで取り上げられ、大きな反響を呼んだ。ま

た、甲子園での選手宣誓で堀田主将が述べた「真っ白なユニフォ

ームが真っ黒になるまで練習し、真っ白なボールを真っ暗になる

まで追いかけてきた」という言葉は、多くの人々の心を打った。

この言葉がきっかけで、堀田主将は北海道ガスの公式野球部にス

カウトされることになった。小野寺先生は、高校野球とは教育の

一環であり、3年間で何かをやり遂げる経験をさせたいと考えて

いる。そのため、全力疾走を指導の軸としている。また、コロナ

禍で青春時代を奪われた世代の生徒たちには、より丁寧な指導が

必要だと感じている。生徒一人ひとりと向き合い、良いところを

見つけることを大切にしながら指導していると語った。

『クラブよりバット寄贈』　西田会長　小野寺様　細田委員長

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

西田浩二　佐伯敏和　髙橋賢司　細田徳人　桜井寿紀　　　　
中島純一　庭野義弘　上田秀司　前野史賀　鈴木忠男　 　　
竹田行宏　山本康文　山崎修　荒川強　累計 1,940,000円

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和7年04月10日

出席報告　　　4月3日
会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

79名 2名 7名 57名 4名 78%

■ゲスト ： 滝川西高　硬式野球部 前監督　小野寺大樹 様
米山累計 963,000円　財団累計 1,219,254円

第3442回　例会報告　令和7年4月3日（木）
会長挨拶

新築戸建て住宅などへの太陽光パネル設置を義務付ける東京都の改正条例が4月1日に施行されました。太陽光発

電は二酸化炭素を出さないクリーンエネルギーですが、東京都内にはメガソーラの整備に適した広い空き地が少

ないとのことでの条例を改正し、脱炭素都市の実現を目指すとのことです。他の自治体も義務化を検討している

そうです。太陽光パネルは設置から20年ほどで交換時期を迎えられるとされ、東京都では都内の廃棄量は30年代

に約2300トン、40年代には約4600トンと推計されていると書かれていました。パネルには銀や銅などの金属資源

のほか鉛やヒ素など有害物質を含んでおり、現在素材ごとに分離・リサイクルできる施設は全国に10か所ほどし

かなく、多くは埋め立て処分に回されているのが現状です。都は新年度リサイクル業者への設備導入支援に着手

するとしていますが、原子力発電も発電時に二酸化炭素を排出しないとされて設置され、未だに使用済み燃料な

どの処理問題が解決されていないままです。当初は、燃料を有効利用十るプルサーマル計画とあわせて、地層の

深い部分で保管する「地層処分」の検討が長年にわたり進められてきましたが、未だに実現に至っていません。

パネル処理の問題も、一企業に任せるのではなく官民が協力し、効率的なリサイクルネットワークを作ることが急務だと考えます。


